
試験研究は今 681 号 

 

亜麻とザリガニをニジマスの餌に 

 

 本道のニジマス養殖は、生産量が内水面養殖全体の 80％を占める重要な地域産業です。とは

言え、1991 年には 1,000 トンを超えていた生産量は今や 200 トンにまで減少しています。本道

は冷涼な気候、豊富な水資源といった冷水魚の養殖に有利な条件を備えているのですが、外国産

養殖さけますの輸入量増加や消費者の「内水面魚種離れ」が生産量減少の主な理由として考えら

れています。生産量を回復させるためには、食品としての安全性や食味の向上といった養殖魚の

高付加価値化や差別化を検討する必要があります。実際に、欧州などでは自然素材を主要な餌料

とし、抗生物質を使用しないオーガニック（有機的）養殖が広まりつつあり、消費を伸ばしてい

ます。このような背景の中、養鱒餌料の原料となる輸入魚粉の価格上昇は餌料価格の高騰という

形で養殖経営を圧迫していることもあり、道産の自然素材を用いた養鱒餌料を開発して、安全安

心そして低コストなニジマスを生産できないか、というのが本試験に着手した目的です。 

 

 養鱒では、成長を促進するために、タラの

肝臓などに由来する魚油を主な原料とする

フィードオイルが使われます。このフィード

オイルの代わりに成長を促進する素材とし

て、また抗生物質の代わりに魚の抗病性を高

める素材として植物性油脂を選びました。以

前の研究で、なたね油や亜麻仁油（亜麻の種

子に含まれる油脂）などの植物性油脂がサケ

やサクラマス稚魚の成長と抗病性増強に効

果があるという成果が得られていたからで

す。ところが、試験を行った結果、なたね油

はニジマスの成長や抗病性に効果はありま

せんでした。一方、亜麻仁油は成長促進効果

がみられなかったものの、図 1に示したようにニジマス養殖場でよく発生する「せっそう病」に

対する抵抗力を強める効果があることが分かりました。亜麻仁油に含まれるリノレン酸、リノー

ル酸がその効果をもたらすと考えています。ただ、亜麻仁油は高価であるという餌料素材として

は致命的な欠陥があります。そこで油脂を搾出した残渣である亜麻絞り滓の成分を分析した結果、

油脂が十分に含まれていることが判明したので、絞り滓を素材として検討することにしました。 

 また、消費者は赤い肉色のさけますを好むため、ニジマス養殖では人工カロチノイド色素を加

えた餌を長期間与えて着色する「色あげ」という作業が行われます。私たちはこの点にも着目し、

人工色素に代わる自然素材としてアカボヤ外皮とウチダザリガニを使ってみることにしました。
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図 1 油脂添加餌料で飼育したニジマスのせっそ

う病に対する半数致死菌量：半数の魚を殺すた

めに必要な菌量を示しています。数値が高いほ

ど菌を多く接種しなければならないので、魚の

抵抗力が強いことを示しています。 



予備試験の結果、アカボヤ外皮粉末に

は色あげ効果が期待できないことが

分かりました。一方、ウチダザリガニ

にはカロチノイドの一種であるアス

タキサンチンが豊富に含まれている

ことが明らかになり、色あげ素材とし

て採用することにしました（表 1）。 

 餌原料の大部分は魚粉です。現在は

輸入カタクチイワシミールが使われ

ていますが、私たちの目的は道産素材

100％餌料なので、道東で漁獲される

サンマから作られたミールを使用することにしました。検討を重ねた結果、亜麻絞り滓とウチダ

ザリガニ、サンマミールの配合比を 2：8：7にすると、市販餌料に近い成分比になることが分か

りました（表 2）。この 3 種類の素材をミートチョッパーに入れて混合、成形、乾燥、切断する

と道産素材 100％餌料の完成です（図 2）。現在、この餌による飼育試験を実施中ですが、ニジマ

ス達の評判は食べ方から判断する限りは良いようです。それもその筈、ウチダザリガニが 1929

年（昭和 4年）に北海道に導入された理由は摩周湖に生息するニジマスの餌にしようということ

だったので、ウチダザリガニはニジマスの大好物なのでしょう。 

 今後、飼育試験を重ねてニジマスの成長や餌料効率、肉色などを判断基準として「亜麻サンマ

ザリガニ餌料」を評価し、餌料として使用できると判断されれば、ニジマス生産者に積極的に普

及していこうと考えています。もっとも、乗り越えなければならないハードルもあります。その

ひとつが製造単価で、市販の色あげ用餌料の 1kg 当たり単価が 200 円ほどなのに、この餌料は

1kg当たり380円もします。ただ、この単価はウチダザリガニを小売価格で計算しているためで、

廃棄物として扱われる小型のものや駆除したもの使用すると製造単価は 160 円程度まで落とせ

そうです。その他、亜麻絞り滓を含めた素材の供給ルートの確立も課題となっていますが、養殖

ニジマスの付加価値の向上だけでなく、廃棄物の有効利用や外来種駆除の促進という面も併せ持

っていますので、課題の解決に向けて試験を進めていきたいと考えています。 
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表 1 アスタキサンチン含有量の比較：人工色素は添加量に制限

がありますが、天然素材であるウチダザリガニ（アスタキサン

チン含有量は 100g 当たり 0.75mg）には制限はありません。 

市販餌料にウチダザリガニ粉末を10%添加 0.075mg/100g

市販餌料に人工色素を最大限に添加 0.008mg/100g

餌料名 粗タンパク質 粗脂肪 粗繊維 粗灰分

（％） （％） （％） （％）

市販養鱒餌料A 44.0 10.0 4.0 15.0

市販養鱒餌料B 49.0 4.5 2.5 15.0

作成餌料 49.6 8.8 5.3 22.1

表 2 市販餌料と作成餌料の成分比較 



 

 

図 2 作成した「亜麻サンマザリガニ餌料」（左）と素材である亜麻（中）、ウチダザリガニ（右）：亜麻は

繊維（リネン・リンネル）の原料になるほか、亜麻仁油は健康食品として利用されます。以前は北海道で

広く栽培されていましたが、化学繊維が普及すると廃れてしまいました。最近になって再び栽培されるよ

うになってきています。ウチダザリガニは移殖先の摩周湖から分布を拡大し、現在では道東を中心に全道

各地の湖や川に生息するようになっています。在来の生態系に様々な影響を及ぼす「特定外来種」に指定

されていますが、阿寒湖や塘路湖では漁業対象種としても利用されています。 


